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４
．
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
の
育
成
・
確
保

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

担
う

多
様

な
人

材
の

育
成

や
活

躍
促

進
を

図
る

た
め

の
様

々
な

取
組

を
重

点
的

に
推

進
。

高
校

中
学

校

ス
ー

パ
ー

サ
イ

エ
ン

ス
ハ

イ
ス

ク
ー

ル
（
Ｓ

Ｓ
Ｈ

）
支

援
事

業

大
学

■
次

代
の

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

担
う

人
材

の
育

成

大
学

院

次
世

代
ア

ン
ト

レ
プ

レ
ナ

ー
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
Ｅ

Ｄ
Ｇ

Ｅ
-
N

E
X
T
）

（
※

）

特
別

研
究

員
事

業

ポ
ス

ド
ク

科
学

技
術

人
材

育
成

の
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

の
構

築

研
究

者

テ
ニ

ュ
ア

ト
ラ

ッ
ク

普
及

・
定

着
事

業

1
,3

2
6
百

万
円

(1
,3

2
7
百

万
円

)

1
,0

8
8
百

万
円

(1
,0

8
8
百

万
円

)

5
6
7
百

万
円

(1
,2

2
5
百

万
円

)

1
9
,4

7
0
百

万
円

(1
6
,3

1
9
百

万
円

）

2
,2

1
9
百

万
円

(2
,1

5
5
百

万
円

)

■
若

手
研

究
者

等
の

育
成

・
活

躍
促

進

6
0
百

万
円

(3
0
百

万
円

)

7
0
0
百

万
円

(新
規

)

プ
ロ

グ
ラ

ム
・
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
（
Ｐ

Ｍ
）
の

育
成

・
活

躍
推

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

2
4
9
百

万
円

(1
4
0
百

万
円

)

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
研

究
環

境
実

現
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

■
女

性
研

究
者

の
活

躍
促

進

特
別

研
究

員
(R

P
D

)事
業

女
子

中
高

生
の

理
系

進
路

選
択

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム

9
9
1
百

万
円

(8
6
9
百

万
円

)
※

再
掲

研
究
と
出
産
・
育
児
・
介
護
等
と
の

両
立
、
女
性
研
究
者
の
研
究
力
向
上

を
通
じ
た
リ
ー
ダ
ー
育
成
な
ど
、
大

学
等
に
お
け
る
研
究
環
境
の
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
実
現
を
支
援
。

科
学

技
術

、
理

科
・
数

学
へ

の
さ

ら
な

る
関

心
向

上
、

優
れ

た
素

質
を

持
つ

生
徒

の
発

掘
・
才

能
の

伸
長

を
図

る
。

◆
各

学
校

段
階

に
お

け
る

力
試

し
・

切
磋

琢
磨

の
場

国
際

科
学

技
術

コ
ン

テ
ス

ト

○
優

秀
な

若
手

研
究

者
に

対
す

る
主

体
的

な
研

究
機

会
の

提
供

○
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
担

い
手

と
な

る
多

様
な

人
材

の
育

成
・
確

保

○
我

が
国

を
牽

引
す

る
若

手
研

究
者

の
育

成
・
活

躍
促

進

卓
越

研
究

員
制

度
（
※

）
2
,5

7
4
百

万
円

(1
,0

0
0
百

万
円

)
優
秀
な
若
手
研
究
者
に
対
し
、
安
定
か
つ
自
立
し
て
研
究
を
推
進
で
き
る
環
境
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
全
国
の
産
学
官

の
研
究
機
関
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
新
た
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
提
示
。

グ
ロ

ー
バ

ル
サ

イ
エ

ン
ス

キ
ャ

ン
パ

ス
事

業
6
7
5
百

万
円

(6
2
5
百

万
円

)

先
進
的
な
理
数
系
教
育
を
実
施
す
る
高
等
学
校
等
を
S
S
H
に
指
定
し
、
支
援
。

女
子
中
高
生
の
理
系
分
野
へ
の
興

味
・
関
心
を
高
め
、
適
切
な
理
系
進

路
の
選
択
を
可
能
に
す
る
た
め
、
地

域
や
企
業
等
と
連
携
し
た
取
組
な
ど

を
実
施
す
る
大
学
等
を
支
援
。

平
成
２
９
年
度
要
求
・
要
望
額

：
3
1
,
1
1
1
百
万
円

（
平
成
２
８
年
度
予
算
額

：
2
6
,
6
9
0
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
を
含
む

J
r.
ド

ク
タ

ー
育

成
塾

2
1
0
百

万
円

(新
規

)

デ
ー

タ
関

連
人

材
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
※

）
3
0
3
百

万
円

(新
規

)

企
業
等
が
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
形
成
し
、
ポ
ス
ト
ド
ク
タ
ー
等
に
対
し
、
各
々
の
専
門
性
を
有
し
な
が
ら
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
等
の
ス
キ
ル
を
習
得
さ
せ
、
産
業
界
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
の
多
様
な
場
で
の
活
躍
を
促
進
。

理
数
・
情
報
分
野
で
特
に
意
欲
や
突
出
し
た
能
力
を
有
す
る
全
国
の
小
中
学
生

を
対
象
に
、
大
学
等
が
特
別
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
。

E
D
G
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果
や
知
見
を
活
用
し
つ
つ
、
起
業
活
動
率
の
向
上
、
ア
ン
ト

レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
醸
成
を
目
指
し
、
我
が
国
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
創
出
力
を
強
化
。 小

学
校

※
 「

第
４

次
産

業
革

命
に

向
け

た
人

材
育

成
総

合
イ

ニ
シ

ア
チ

ブ
」

（平
成

28
年

4月
19

日
産

業
競

争
力

会
議

文
部

科
学

大
臣

発
表

）の
推

進
関

連
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優
秀

な
研

究
者

の
新

た
な

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

を
提

示
す

る
こ

と
に

よ
り

、
不

安
定

な
雇

用
に

よ
っ

て
、

新
た

な
研

究
領

域
に

挑
戦

し
、

独
創

的
な

成
果

を
出

す
よ

う
な

若
手

研
究

者
の

減
少

を
防

ぎ
、

若
手

を
研

究
職

に
惹

き
つ

け
る

。
産

学
官

の
様

々
な

研
究

機
関

に
お

け
る

研
究

者
の

活
躍

を
促

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
分

野
、

組
織

、
セ

ク
タ

ー
等

の
壁

を
越

え
た

人
材

の
流

動
性

を
高

め
、

急
速

な
産

業
構

造
の

変
化

へ
の

対
応

を
図

る
。

「
第

４
次

産
業

革
命

に
向

け
た

人
材

育
成

総
合

イ
ニ

シ
ア

チ
ブ

」
を

受
け

、
Ａ

Ｉ、
Ｉｏ

Ｔ
、

ﾋ
ﾞｯ

ｸ
ﾞﾃ

ﾞｰ
ﾀ
等

の
分

野
に

お
け

る
若

手
研

究
者

の
活

躍
を

促
進

す
る

。
国

立
大

学
に

つ
い

て
は

、
「
国

立
大

学
経

営
力

戦
略

」
等

に
基

づ
く
自

己
改

革
を

基
盤

と
し

て
、

若
手

研
究

者
が

活
躍

で
き

る
環

境
を

整
備

す
る

。

卓
越

研
究

員
制

度

卓
越

研
究

員

ピ
ア

レ
ビ

ュ
ー

、
候

補
者

決
定

（
※

３
）

若
手

研
究

者
が

「
卓

越
研

究
員

」
に

申
請

（
※

２
）

希
望

が
一

致
し

た
機

関
で

の
雇

用

趣
旨

○
研

究
領

域
：

自
然

科
学

、
人

文
・
社

会
科

学
の

全
分

野
○

人
数

：
２

５
０

名
程

度
（
新

規
）

○
受

入
機

関
：

国
公

私
立

大
学

、
国

立
研

究
開

発
法

人
、

民
間

企
業

等
○

支
援

内
容

：
1
人

当
た

り
研

究
費

：
年

間
６

百
万

円
程

度
（
２

年
間

）
研

究
環

境
整

備
費

：
年

間
３

百
万

円
程

度
（
５

年
間

）
※

人
文

・
社

会
科

学
系

は
、

そ
れ

ぞ
れ

３
分

の
２

程
度

の
額

を
支

援
予

定

※
そ

の
他

、
審

査
等

経
費

（
１

５
０

百
万

円
）
を

計
上

。

概
要

受
入

れ
希

望
機

関
が

ポ
ス

ト
を

提
示

(※
１

)

受
入

れ
ポ

ス
ト

の
一

覧
化

公
開

国
・
J
S
P

S

制
度

概
要

指
定

国
立

大
学

法
人

特
定

国
立

研
究

開
発

法
人

民
間

企
業

大
学

卓
越

大
学

院
（
仮

称
）

※
１

．
受

入
れ

ポ
ス

ト
の

主
な

要
件

・
学

長
等

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

に
基

づ
き

、
受

入
れ

希
望

機
関

の
将

来
構

想
に

基
づ

く
ポ

ス
ト

で
あ

っ
て

、
若

手
研

究
者

の
自

立
的

な
研

究
環

境
が

用
意

さ
れ

て
い

る
こ

と
・
年

俸
制

（
無

期
）
、

又
は

当
初

の
雇

用
期

間
が

５
年

程
度

（
民

間
に

お
い

て
は

３
年

程
度

）
か

つ
当

該
期

間
後

の
テ

ニ
ュ

ア
化

等
の

条
件

を
明

示
し

て
い

る
こ

と
等

※
２

．
当

面
の

間
は

、
受

入
れ

希
望

機
関

か
ら

の
推

薦
を

得
て

い
る

者
も

含
む

。

※
３

．
新

た
な

研
究

領
域

の
開

拓
等

を
実

現
で

き
る

よ
う

な
者

を
選

定
。

国
公

私
立

大
学

国
立

研
究

開
発

法
人

平
成
２
９
年
度
要
求
・
要
望
額

：
2
,
5
7
4
百
万
円

（
平
成
２
８
年
度
予
算
額

：
1
,
0
0
0
百
万
円
）

○
第

５
期

科
学

技
術

基
本

計
画

（抄
）（

平
成

28
年

1月
22

日
閣

議
決

定
）

優
れ

た
若

手
研

究
者

に
対

し
て

は
、

安
定

し
た

ポ
ス

ト
に

就
き

な
が

ら
独

立
し

た
自

由
な

研
究

環
境

の
下

で
活

躍
で

き
る

よ
う

に
す

る
た

め
の

制
度

を
創

設
し

、
若

手
支

援
の

強
化

を
図

る
。

○
日

本
再

興
戦

略
20

16
 （

-第
４

次
産

業
革

命
に

向
け

て
-）

（抄
）（

平
成

28
年

6月
2日

閣
議

決
定

）
優

れ
た

若
手

研
究

者
が

安
定

し
た

ポ
ス

ト
と

自
由

な
研

究
環

境
で

活
躍

で
き

る
こ

と
を

可
能

に
す

る
卓

越
研

究
員

制
度

に
つ

い
て

は
、

（中
略

）
制

度
を

着
実

に
推

進
す

る
。

《
卓

越
研

究
員

》
・

新
た

な
研

究
領

域
に

挑
戦

す
る

よ
う

な
若

手
研

究
者

が
、

安
定

か
つ

自
立

し
て

研
究

を
推

進
で

き
る

環
境

を
実

現
・

全
国

の
産

学
官

の
研

究
機

関
を

フ
ィ

ー
ル

ド
と

し
て

活
躍

し
得

る
若

手
研

究
者

の
新

た
な

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

を
開

拓
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デ
ー

タ
関

連
人

材
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

○
我

が
国

が
第

4次
産

業
革

命
を

勝
ち

抜
き

、未
来

社
会

を
創

造
す

る
た

め
に

は
、A

I、
Io

T、
ビッ

グ
デ

ー
タ

、セ
キ

ュリ
テ

ィ等
を

扱
うデ

ー
タ

関
連

人
材

の
育

成
・確

保
が

喫
緊

の
課

題
。

○
ポ

ス
ト

ド
ク

タ
ー

等
（

博
士

課
程

学
生

を
含

む
）

に
対

す
る

研
修

プ
ログ

ラム
を

実
施

す
る

こと
に

よ
り、

我
が

国
社

会
で

求
め

ら
れ

る
デ

ー
タ

関
連

人
材

を
育

成
し、

ポ
ス

トド
クタ

ー
等

の
高

度
な

研
究

能
力

を有
す

る
人

材
の

産
業

界
を

は
じめ

とす
る

社
会

の
多

様
な

場
で

の
活

躍
を

促
進

。
○

企
業

等
が

コン
ソ

ー
シ

ア
ム

を
形

成
し、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ップ
・P

BL
等

に
よ

る
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
開

発
・実

施
す

る
こと

で
、ポ

ス
トド

クタ
ー

等
に

対
して

、
各

々
の

専
門

性
を

有
しな

が
ら、

企
業

等
が

求
め

る
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
等

の
ス

キ
ル

を
習

得
さ

せ
る

とと
も

に
、キ

ャリ
ア

開
発

の
支

援
を

実
施

。

・
企

業
等

が
代

表
機

関
とな

り、
特

定
分

野
に

関
す

る
複

数
の

企
業

、大
学

等
の

他
機

関
と

コン
ソ

ー
シ

ア
ム

を
形

成
・

コン
ソ

ー
シ

ア
ム

が
ポ

ス
ト

ド
ク

タ
ー

等
を

募
集

・選
定

し、
デ

ー
タサ

イエ
ンス

等
の

ス
キ

ル
を

習
得

させ
る

た
め

の
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
開

発
・実

施
・

研
修

プ
ログ

ラム
修

了
者

の
コン

ソ
ー

シ
ア

ム
参

加
企

業
を

含
む

産
業

界
で

の
活

躍
を

促
進

・
研

修
プ

ログ
ラム

に
つ

い
て

は
、A

IP
プ

ロ
ジ

ェク
ト

（
※

）
に

よ
る

成
果

を
活

用
※

AI
Pプ

ロジ
ェク

ト（
平

成
28

年
度

新
規

事
業

）
・

人
工

知
能

の
革

新
的

な
基

盤
技

術
の

研
究

開
発

と人
材

育
成

を
一

体
的

に
実

施
・

平
成

28
年

度
は

先
行

的
に

カリ
キ

ュラ
ム

開
発

等
を

実
施

事
業

ス
キ

ー
ム

ポ
ス

ドク
等

(博
士

課
程

学
生

含
む

)

＜
多

様
な

キ
ャリ

ア
＞

コン
ソー

シ
アム

に
参

加
す

る
企

業
等

に
お

け
る

雇
用

を
通

じて
、ポ

ス
トド

クタ
ー

等
の

デ
ー

タ関
連

人
材

とし
て

の
多

様
な

キ
ャリ

アを
実

現

平
成
２
９
年
度
要
求
・
要
望
額
：
3
0
3
百
万
円
（
新
規
）

《支
援

対
象

経
費

》
研

修
プロ

グ
ラム

の
開

発
・実

施
経

費
（

補
助

率
１

／
２

、補
助

金
上

限
額

１
億

円
）

《事
業

期
間

》
５

年
間

（
３

年
度

目
に

中
間

評
価

を
実

施
）

《 支
援

拠
点

数
》

３
拠

点
（

コン
ソ

ー
シ

アム
）

程
度

《研
修

対
象

人
数

》
10

0人
程

度
/年

・拠
点

【コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
】

・
研

修
プ

ログ
ラム

の
開

発
・実

施
研

修
内

容
イ

メ
ー

ジ
（
例

：
研

修
期

間
２

～
３

ヶ
月

程
度

の
場

合
）

前
半

（
１

ヶ
月

程
度

）
：
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

修
得

（
半

年
程

度
を

か
け

て
、

週
末

等
を

利
用

し
た

研
修

の
活

用
も

可
）

後
半

（
１

ヶ
月

程
度

）
：
中

長
期

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

、
ワ

ー
ク

プ
レ

イ
ス

メ
ン

ト

代
表

機
関

（
コア

カ
リキ

ュラ
ム

の
実

施
）

企
業

大
学

等

企
業

企
業
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次
世
代
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
E
D
G
E
-
N
E
X
T
）

＜
背
景
・
必
要
性
＞

・
右
図
の
通
り
日
本
の
起
業
率
は
他
国
に
比
べ
非
常
に
低
く
、
同
調
査
に
よ
り
起
業
に
よ
る
失
敗
の
恐
れ
よ
り
も
、
知
識
・
経
験
の
不
足
や

身
近
な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
不
足
が
原
因
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
日
本
再
興
戦
略
2
0
1
6
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
チ
ャ
レ

ン
ジ
2
0
2
0
等
に
お
い
て
、
起
業
家
人
材
の
育
成
を
含
め
ベ
ン
チ
ャ
ー
創
出
力
を
強
化
す
る
方
向
性
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

ED
GE
採
択
機
関
等

の
う
ち
、

真
に
優
れ
た
取
組
を

実
施
し
て
い
る
機
関

本
事
業
に
資
す
る
取
組
が

可
能
と
見
込
ま
れ
る
機
関

＜
事
業
の
目
的
＞

・
E
D
G
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果
や
知
見
を
活
用
し
つ
つ
、
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
受
講
生
の
拡
大
や
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
創
出
の
加
速
に
向
け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
発
展
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
起
業
活
動

率
の
向
上
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
醸
成
を
目
指
し
、
我
が
国
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
創
出
力
を
強
化
す
る
。

＜
事
業
の
概
要
＞

○
取
組
内
容

学
生
等
に
よ
る
ア
イ
デ
ィ
ア
創
出
に
と
ど
ま
ら
ず
、
学
生
等
が
実
践
し
て
実
際
に
起
業
ま
で
行
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
す
る
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
人
材
輩
出
に
意
欲
的
な
機
関
の

取
組
を
支
援
す
る
。
ま
た
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
人
材
育
成
に
必
須
の
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
等
、
国
全
体
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
醸
成
に
係
る
取
組
を
実
施
す
る
。

○
支
援
対
象

優
れ
た
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
と
見
込
ま
れ
る
大
学
等
機
関
を
１
０
機
関
程
度
を
採
択
し
、
各
拠
点
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
人
材
育
成
に
係
る
高
度
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
等
、

エ
コ
シ
ス
テ
ム
構
築
に
資
す
る
費
用
を
支
援
す
る
。
た
だ
し
複
数
の
民
間
企
業
や
海
外
機
関
、
他
大
学
と
の
連
携
を
条
件
。

日
本

3
.7
%

台
湾

8
.2
%

米
国

1
2
.7
%

中
国

1
4
.0
%

イ
ギ
リ
ス

7
.1
%

平
成

25
年
起
業
家
精
神
に
関
す
る
調
査
（

G
EM
）

各
国
の
起
業
活
動
率

民
間
企
業
・
Ｖ
Ｃ
等

近
隣
大
学
等

海
外
の
大
学
等
か
ら
先
進
事
例
を
学
び
、

海
外
連
携
を
促
進

採
択
機
関
同
士
の
連
携
強
化
に
資
す

る
新
た
な
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
人
材

育
成
手
法
の
開
発
・
普
及

産
業
界
を
巻
き
込
ん
だ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
開
催

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等

採
択
機
関
同
士
が
恒
常
的
に
情
報

の
交
流
を
行
う
シ
ス
テ
ム
構
築

受
講
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
指
導
者
育
成
体
制
の
拡
充
の
観
点
か

ら
、
コ
ア
機
関
は
複
数
の
機
関
と
連
携
し
て
人
材
育
成
を
実
施
。

受
講
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
指
導
者
育
成
体
制
の
拡
充
の
観
点
か

ら
、
コ
ア
機
関
は
複
数
の
機
関
と
連
携
し
て
人
材
育
成
を
実
施
。

産
学
連
携
事
業
に
よ
る
企
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
つ
つ
、

民
間
企
業
等
と
の
連
携
に
よ
り
、
新
事
業
の
創
出
の
た
め
の
よ

り
実
践
に
近
い
取
組
を
実
施
。

産
学
連
携
事
業
に
よ
る
企
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
つ
つ
、

民
間
企
業
等
と
の
連
携
に
よ
り
、
新
事
業
の
創
出
の
た
め
の
よ

り
実
践
に
近
い
取
組
を
実
施
。

学
生
等
に
よ
る
ア
イ
デ
ィ
ア
創
出
に
と
ど
ま
ら
ず
、
学
生
等
が
実
践
し
て
実
際
に
起
業
ま
で
行
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
す
る
、

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
人
材
輩
出
に
意
欲
的
な
機
関
の
取
組
を
支
援
。

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
人
材
育
成
に
必
須
の
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
等
、

国
全
体
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
醸
成
に
係
る
取
組
を
実
施

（
共
通
基
盤
事
業
）

（
採
択
機
関
個
別
事
業
）

平
成
２
９
年
度
要
求
・
要
望
額

：
7
0
0
百
万
円
(
新
規
)

○
日
本
再
興
戦
略
2
0
1
6
（
2
0
1
6
年
６
月
２
日
閣
議
決
定
）
【
抜
粋
】

・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
増
加
に
向
け
て
、
起
業
に
挑
戦
す
る
人
材
の
増
加
を
目
指
し
、
人
材
育
成
の
取
り
組
み
を
促
進
す
る
。

○
ベ
ン
チ
ャ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
2
0
2
0
（
2
0
1
6
年
４
月
1
9
日
日
本
経
済
再
生
本
部
決
定
）
【
抜
粋
】

・
開
業
率
・
廃
業
率
は
、
社
会
の
基
調
に
対
す
る
意
識
の
改
革
も
必
要
と
し
、
長
期
的
な
目
標
と
な
る
た
め
、
今
後
1
0
年
間
を
見
据
え
た
補
助
指
標
と
し
て
、
「
起
業
活
動
指
数

（
「
起
業
家
精
神
に
関
す
る
調
査
」
に
お
い
て
、
「
起
業
者
・
企
業
予
定
者
で
あ
る
」
と
の
回
答
を
得
た
割
合
）
を
今
後
1
0
年
間
で
倍
増
さ
せ
る
。

○
産
業
界
か
ら
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
へ
の
期
待
～
「
新
た
な
基
幹
産
業
の
育
成
」
に
資
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
創
出
・
育
成
に
向
け
て
～

(2
0
1
5
年
1
2
月
1
5
日
日
本
経
済
団
体
連
合
会
)【
抜
粋
】

・
新
成
長
分
野
の
開
拓
、
新
た
な
雇
用
・
産
業
育
成
の
重
要
な
担
い
手
で
あ
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
創
出
・
育
成
を
よ
り
活
発
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

・
文
部
科
学
省
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
育
成
促
進
事
業
（
E
D
G
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
」
等
、
起
業
家
人
材
を
育
成
し
、
大
企
業
や
大
学
の
マ
イ
ン
ド
変
革
を
促
す
事
業

が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
産
業
界
と
し
て
も
評
価
し
て
お
り
、
継
続
・
拡
大
が
求
め
ら
れ
る
。

支
援
金
額
：

60
百
万
程
度

/年
支
援
期
間
：
５
年
度

支
援
金
額
：

70
百
万
程
度

/年
支
援
期
間
：
５
年
度

【
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
例
】

・
他
大
学
と
も
連
携
し
、
学
部
学
生
や
企
業
の
若
手
職
員
を
含
め
た

多
く
の
受
講
生
に
対
し
、
デ
ザ
イ
ン
思
考
等
の
ア
イ
デ
ア
創
出
手
法
や

P
BL
型
の
講
義
を
活
用
し
、
創
造
性
涵
養
を
図
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
民
間
企
業
や
発
展
途
上
国
等
と
協
働
し
実
課
題
の
解
決
、

新
事
業
の
構
想
を
実
施
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
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ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
S
S
H
）
支
援
事
業

将
来

に
わ

た
り、

日
本

が
科

学
技

術
分

野
で

世
界

を
牽

引
す

る
た

め
に

は
、学

校
教

育
に

お
い

て
、主

体
的

に
課

題
を発

見
し解

決
に

結
び

付
け

る
能

力
の

育
成

が
不

可
欠

。
これ

を
踏

ま
え

、全
国

に
お

け
る

科
学

技
術

人
材

育
成

の
拠

点
とし

て
、先

進
的

な
理

数
教

育
を

実
施

して
い

る
高

校
等

を
「ス

ー
パ

ー
サ

イエ
ンス

ハ
イス

クー
ル

（
SS

H）
」に

指
定

し、
将

来
国

際
的

に
活

躍
しう

る
科

学
技

術
人

材
の

育
成

。
本

事
業

に
よ

り、
先

進
的

な
科

学
技

術
、理

科
・数

学
教

育
を

通
して

生
徒

の
科

学
的

能
力

や
科

学
的

思
考

力
等

の
伸

長
を

図
る

とと
も

に
、科

学
技

術
人

材
の

育
成

に
必

要
な

、高
等

学
校

等
の

理
数

系
教

育
に

関
す

る
教

育
課

程
等

の
改

善
に

資
す

る
実

証
的

資
料

を
得

る
こと

とす
る

。

平
成
２
９
年
度
要
求
・
要
望
額
：

2,
21
9百

万
円

（
平
成
２
８
年
度
予
算
額

：
2,
15
5百

万
円
）
※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額

H
29

 新
規

指
定

校
数

：
70

件
程

度
(※

指
定

期
間

：
5年

、支
援

額
：

年
間

9～
16

百
万

円
、指

定
校

数
：

20
0校

(H
28

現
在

))
○

学
習

指
導

要
領

の
枠

を
超

え
、理

数
を

重
視

した
教

育
課

程
を

編
成

○
主

体
的

・協
働

的
な

学
び

（
い

わ
ゆ

る
ア

ク
テ

ィブ
・ラ

ー
ニ

ン
グ

）
を

重
視

○
研

究
者

の
講

義
、フ

ィー
ル

ドワ
ー

ク等
に

よ
る

興
味

関
心

の
喚

起
○

国
際

的
な

活
動

（
海

外
生

徒
との

交
流

、国
際

学
会

で
の

発
表

等
）

○
上

記
取

組
を

高
大

連
携

や
企

業
連

携
に

よ
り高

度
に

実
施

＜
重

点
枠

＞
H

29
 新

規
指

定
校

数
：

5件
程

度
(※

最
長

3年
、支

援
額

：
年

間
5～

13
百

万
円

、重
点

枠
数

：
17

校
(H

28
現

在
))

○
SS

H指
定

校
の

中
で

、さ
らに

、以
下

の
取

組
を

行
う学

校
を

重
点

枠
に

指
定

・
理

数
系

カリ
キ

ュラ
ム

や
指

導
法

、ネ
ット

ワ
ー

ク等
を

他
の

学
校

へ
普

及
し、

地
域
全
体
の
理
数
系
教
育
の
向
上

を
目

指
す

。
・

海
外

の
先

進
的

な
理

数
系

教
育

を
行

う学
校

等
との

定
常

的
な

連
携

関
係

を
構

築
し、
国
際
性
の
育
成

を
図

る
。

・
大

学
等

と連
携

した
ア

ント
レ

プ
レ

ナ
ー

教
育

や
民

間
企

業
との

共
同

研
究

の
推

進
な

ど、
社
会
課
題
解
決
へ
の
貢
献
を
意
識

した
取

組
を

実
施

。

「第
5期

科
学

技
術

基
本

計
画

」（
抄

）
（

平
成

28
年

1月
22

日
閣

議
決

定
）

・
国

は
、学

校
に

お
け

る
「課

題
の

発
見

・解
決

に
向

け
た

主
体

的
・協

働
的

な
学

び
（

い
わ

ゆ
る

ア
クテ

ィブ
・ラ

ー
ニン

グ
）

」の
視

点
か

らの
学

習
・指

導
方

法
の

改
善

を
促

進
す

る
とと

も
に

、先
進

的
な

理
数

教
育

を
行

う高
等

学
校

等
を

支
援

す
る

。
「全

て
の

子
供

た
ち

の
能

力
を

伸
ば

し可
能

性
を

開
花

さ
せ

る
教

育
へ

（
第

9次
提

言
）

」（
抄

）
（

平
成

28
年

5月
20

日
教

育
再

生
実

行
会

議
決

定
）

・
国

、地
方

公
共

団
体

、大
学

、高
等

学
校

等
は

、ス
ー

パ
ー

サ
イエ

ンス
ハ

イス
クー

ル
・・

・の
取

組
の

成
果

を
検

証
しつ

つ
、効

果
の

上
が

って
い

る
取

組
を

推
進

す
る

とと
も

に
、優

良
事

例
の

普
及

を図
る

。

（
平

成
28

年
度

SS
H

生
徒

研
究

発
表

会
表

彰
テ

ー
マ

）
文

部
科

学
大

臣
表

彰
：

福
岡

県
立

香
住

丘
高

等
学

校
「水

平
軸

回
転

飛
行

物
体

の
飛

行
性

能
の

向
上

に
関

す
る

研
究

-風
力

発
電

機
へ

の
応

用
を

目
指

して
-」

国
立

研
究

開
発

法
人

科
学

技
術

振
興

機
構

賞
・兵

庫
県

立
加

古
川

東
高

等
学

校
「小

翼
を

応
用

した
新

しい
風

車
の

デ
ザ

イン
」

・兵
庫

県
立

神
戸

高
等

学
校

「プ
ラナ

リア
の

記
憶

と再
生

」

⇒
「課

題
研

究
」（

科
学

に
関

す
る

課
題

を
設

定
し、

観
察

・実
験

等
を

通
した

研
究

）
に

お
い

て
、

大
学

・企
業

等
の

支
援

を
受

け
な

が
ら、

主
体

的
･協

働
的

に
学

習
・研

究
を

実
施

⇒
「課

題
研

究
」（

科
学

に
関

す
る

課
題

を
設

定
し、

観
察

・実
験

等
を

通
した

研
究

）
に

お
い

て
、

大
学

・企
業

等
の

支
援

を
受

け
な

が
ら、

主
体

的
･協

働
的

に
学

習
・研

究
を

実
施

Ｓ
Ｓ

Ｈ
校

の
主

な
特

徴
《Ｓ

Ｓ
Ｈ

校
に

お
け

る
先

進
的

な
取

組
事

例
》

○
海

外
連

携
の

組
織

的
推

進
○

ア
ジ

ア
サ

イエ
ンス

ワ
ー

ク
シ

ョッ
プ

in
 シ

ンガ
ポ

ー
ル

／
京

都
○

「サ
イエ

ンス
英

語
」に

お
け

る
共

同
実

験

○
県

内
の

小
中

高
大

が
連

携
○

全
県

規
模

の
「千

葉
サ

イエ
ンス

ス
クー

ル
フェ

ス
テ

ィバ
ル

」開
催

○
高

大
連

携
セ

ミナ
ー

の
開

催

⇒
 国

際
的

に
活

躍
す

る
意

欲
能

力
の

育
成

⇒
 国

際
的

に
活

躍
す

る
意

欲
能

力
の

育
成

⇒
 児

童
生

徒
の

理
数

へ
の

関
心

の
喚

起
⇒

 児
童

生
徒

の
理

数
へ

の
関

心
の

喚
起

（
京

都
府

立
嵯

峨
野

高
校

）
（

千
葉

県
立

船
橋

高
校

）
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Jr
.ド

ク
タ

ー
育

成
塾

・各
種

講
義

、講
演

、少
人

数
で

の
実

験
、最

先
端

施
設

の
見

学
、倫

理
・社

会
に

お
け

る
科

学
の

役
割

等
、

科
学

の
基

礎
を

徹
底

的
に

学
習

。科
学

技
術

人
材

とし
て

の
基

盤
を

構
築

。
・多

様
な

分
野

の
受

講
を

経
た

後
、特

に
興

味
を

持
て

る
分

野
を

発
見

して
い

く。

各
地

域
に

お
け

る
意

欲
の

あ
る

小
中

学
生

自
己

推
薦

（
保

護
者

推
薦

）
教

育
委

員
会

・
学

校
推

薦
各

種
オ

リン
ピッ

ク・
科

学
の

甲
子

園
Jr

出
場

者
その

他
（

機
関

独
自

の
手

法
に

よ
る

募
集

）

応
募

全
国

規
模

の
イ

ベ
ン

ト
卓

越
した

小
中

学
生

・各
地

域
の

卓
越

した
子

供
に

よ
る

合
同

合
宿

・研
究

発
表

会
を

数
日

間
実

施
。

・地
域

や
専

門
分

野
を

超
え

て
、小

中
学

生
が

集
い

切
磋

琢
磨

す
る

機
会

の
提

供
。

例
：

ノー
ベ

ル
賞

受
賞

者
等

に
よ

る
講

義
・実

験
、各

々
が

実
施

して
き

た
研

究
の

発
表

会
、未

知
の

分
野

の
研

究
、国

内
トッ

プ
層

の
大

学
生

・高
校

生
・留

学
生

との
交

流
等

特
に

意
欲

・能
力

の
高

い
小

中
学

生

少
人

数
で

の
講

義
や

研
究

活
動

ノー
ベ

ル
賞

受
賞

者
と

の
実

験

教
員

や
大

学
院

生
等

に
よ

る
、き

め
細

や
か

な
支

援
※

3対
1～

マ
ンツ

ー
マ

ン

未
来

を
創

造
す

る
哲

学
と指

針
を

与
え

る
講

演

・配
属

す
る

研
究

室
との

マ
ッチ

ン
グ

、研
究

・論
文

作
成

に
お

け
る

教
員

等
の

個
別

指
導

、各
種

機
会

で
の

発
表

等
に

よ
り、

創
造

性
・課

題
設

定
能

力
・

専
門

分
野

の
能

力
を

伸
長

レ
ポ

ー
ト・

発
言

・面
接

・
出

席
率

・試
験

等
を

参
考

に
、興

味
・進

度
に

応
じ

て
、

特
に

意
欲

・能
力

の
高

い
小

中
学

生
に

、一
層

創
造

性
、専

門
性

を
向

上

○
第

4次
産

業
革

命
を見

据
え

た
、未

来
を創

造
す

る
人

材
の

早
期

育
成

が
重

要
○

理
数

・情
報

系
分

野
に

関
して

突
出

した
意

欲
や

能
力

の
あ

る
小

中
学

生
に

対
す

る
取

組
が

希
薄

理
数

・情
報

分
野

で
特

に
意

欲
や

突
出

した
能

力
を有

す
る

全
国

の
小

中
学

生
を対

象
に

、大
学

等
が

特
別

な
教

育
プロ

グ
ラム

を
提

供
し、

その
能

力
等

の
更

な
る

伸
長

を図
る

。
「全

て
の

子
供

た
ち

の
能

力
を

伸
ば

し可
能

性
を

開
花

さ
せ

る
教

育
へ

（
第

9次
提

言
）

」（
抄

）
（

平
成

28
年

5月
20

日
教

育
再

生
実

行
会

議
決

定
）

国
は

、理
数

分
野

等
で

突
出

した
意

欲
や

能
力

の
あ

る
小

中
学

生
を

対
象

に
、大

学
・民

間
団

体
等

が
体

系
的

な
教

育
プロ

グ
ラム

に
よ

り指
導

を行
い

、そ
の

能
力

を大
きく

伸
ば

す
た

め
の

新
た

な
取

組
を

全
国

各
地

で
実

施
す

る
。

「日
本

再
興

戦
略

20
16

」（
抄

）
（

平
成

28
年

６
月

2日
閣

議
決

定
）

新
た

な
時

代
を

牽
引

す
る

突
出

した
人

材
の

育
成

に
向

け
て

、既
存

の
取

組
を見

直
しつ

つ
、理

数
・情

報
分

野
で

特
に

意
欲

や
突

出
した

能
力

を有
す

る
全

国
の

小
中

学
生

を
対

象
とし

た
特

別
な

教
育

の
機

会
を

設
け

る
こと

に
よ

り、
その

能
力

を
大

きく
伸

ば
す

た
め

の
取

組
を検

討
・推

進
す

る
。

現
状

認
識

概
要

※
イ

メ
ー

ジ
図

科
学

館
・博

物
館

等
の

取
組

を
通

じた
推

薦

平
成
２
９
年
度
要
求
・
要
望
額

：
2
1
0
百
万
円
（
新
規
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額

採
択

先
：

大
学

・民
間

団
体

等
採

択
期

間
：

5年
間

実
施

規
模

：
10

拠
点

程
度

20
百

万
円

/拠
点
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科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

担
う

女
性

の
活

躍
促

進

3
8
.1

%

3
3
.6

%

2
8
.0

%
2
5
.5

%

1
8
.5

%
1
4
.7

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

英
国

米
国

ド
イ

ツ
フ

ラ
ン

ス
韓

国
日

本

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
研

究
環

境
実

現
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

○
我

が
国

の
女

性
研

究
者

の
割

合
は

増
加

傾
向

に
あ

る
が

、
主

要
国

と
比

較
す

る
と

、
い

ま
だ

低
い

水
準

。
研

究
者

が
研

究
活

動
を

継
続

す
る

上
で

、
研

究
等

と
ラ

イ
フ

イ
ベ

ン
ト

（
出

産
・
育

児
・
介

護
等

）
と

の
両

立
が

困
難

な
状

況
に

あ
り

、
そ

の
影

響
も

あ
り

、
上

位
職

に
占

め
る

女
性

の
割

合
も

低
い

状
況

。
○

次
代

を
担

う
自

然
科

学
系

の
大

学
学

部
・
大

学
院

に
お

け
る

女
子

学
生

の
割

合
も

低
い

状
況

。

現
状

認
識

平
成
２
９
年
度
要
求
・
要
望
額

：
2
,
1
3
9
百
万
円

（
平
成
２
８
年
度
予
算
額

：
1
,
9
8
7
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
を
含
む

○
様

々
な

視
点

を
持

っ
た

多
様

な
研

究
者

等
が

共
に

研
究

活
動

を
行

う
環

境
が

構
築

さ
れ

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

が
生

み
出

さ
れ

る
こ

と
を

期
待

○
女

性
が

理
工

系
へ

の
進

路
を

選
択

し
、

そ
の

能
力

を
活

か
し

、
社

会
の

様
々

な
場

に
お

い
て

活
躍

す
る

こ
と

を
期

待

支
援

対
象

等

期
待

さ
れ

る
効

果

1
,0

8
8
百

万
円

（
1
,0

8
8
百

万
円

）

○
対

象
：
研

究
中

断
か

ら
復

帰
す

る
博

士
課

程
修

了
者

等
○

支
援

人
数

：
2
0
0
人

⇒
 2

2
5
人

（
新

規
7
5
人

）
○

月
額

：
3
6
.7

万
円

（
研

究
奨

励
金

）
○

採
用

期
間

：
３

年
間

特
別

研
究

員
（
R

P
D

）

優
れ

た
研

究
者

が
、

出
産

・
育

児
に

よ
る

研
究

中
断

後
に

、
円

滑
に

研
究

現
場

に
復

帰
で

き
る

よ
う

、
研

究
奨

励
金

を
支

給
し

、
支

援
。

（
R

P
D

: 
R

e
st

ar
t 

P
o
st

d
o
c
tr

al
F
e
llo

w
sh

ip
)

9
9
1
百

万
円

（
8
6
9
百

万
円

）

支
援

対
象

等

主
要

先
進

国
に

お
け

る
女

性
研

究
者

の
割

合

〈
出

典
〉

総
務

省
「
平

成
2
7
年

科
学

技
術

研
究

調
査

報
告

」
、

O
E
C

D
“
M

ai
n

S
c
ie

n
c
e
 

an
d
 T

e
c
h
n
o
lo

gy
 

In
d
ic

at
o
rs

”
、

N
S
F
 “

 S
c
ie

n
c
e
 a

n
d
 

E
n
gi

n
e
e
ri
n
g 

In
d
ic

at
o
rs

 
2
0
1
4
 ”

を
基

に
文

部
科

学
省

作
成

○
対

象
機

関
：
大

学
、

国
立

研
究

開
発

法
人

等
○

支
援

取
組

：
単

一
の

機
関

内
で

の
部

局
横

断
的

な
取

組
（
特

色
型

）
や

、
複

数
の

機
関

が
連

携
し

、
地

域
や

分
野

に
お

け
る

女
性

研
究

者
の

活
躍

促
進

を
牽

引
す

る
取

組
（
牽

引
型

）
○

補
助

金
額

：
２

千
万

円
程

度
/
年

（
特

色
型

）
、

５
千

万
円

程
度

/年
（
牽

引
型

）＜
平

成
2
9年

度
新

規
分

＞
○

事
業

期
間

：
６

年
間

（
う

ち
補

助
期

間
３

年
間

）

研
究

と
出

産
・
育

児
・
介

護
等

と
の

両
立

や
女

性
研

究
者

の
研

究
力

向
上

を
通

じ
た

リ
ー

ダ
ー

育
成

を
一

体
的

に
推

進
す

る
な

ど
、

女
性

研
究

者
の

活
躍

促
進

を
通

じ
た

研
究

環
境

の
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

実
現

に
関

す
る

目
標

・
計

画
を

掲
げ

、
優

れ
た

取
組

を
実

施
す

る
大

学
等

を
選

定
し

、
重

点
支

援
。

事
業

概
要

女
子

中
高

生
の

理
系

進
路

選
択

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム

女
子

中
高

生
の

理
系

分
野

へ
の

興
味

・
関

心
を

高
め

、
適

切
な

理
系

進
路

の
選

択
を

可
能

に
す

る
た

め
、

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

や
実

験
教

室
等

の
取

組
に

加
え

、
地

域
や

企
業

等
と

連
携

し
た

取
組

な
ど

を
実

施
す

る
大

学
等

を
支

援
す

る
。

支
援

対
象

等
○

対
象

機
関

：
大

学
・
研

究
機

関
・
民

間
企

業
・
教

育
委

員
会

等
に

よ
る

構
成

組
織

の
代

表
機

関
○

支
援

取
組

：
適

切
な

理
系

進
路

選
択

に
つ

い
て

女
子

中
高

生
に

効
果

的
に

ア
プ

ロ
ー

チ
す

る
た

め
に

、
学

校
・
家

庭
・
地

域
が

連
携

し
た

地
域

ぐ
る

み
の

取
組

を
支

援
○

支
援

金
額

：
3
0
0
万

円
／

年
・
件

（
新

規
1
0
件

程
度

）
○

実
施

期
間

：
２

年
間

6
0
百

万
円

（
3
0
百

万
円

）

平
成
２
７
年
度
学
校
基
本
調
査
よ
り
文
部
科
学
省
作
成

大
学

入
学

者
に

占
め

る
女

性
割

合

35
.8

% 19
.7

%26
.8

%28
.2

% 21
.5

% 17
.1

% 14
.8

%
11

.5
%14

.5
%44

.9
% 36

.7
% 29

.7
%63

.5
% 55

.1
% 33

.7
%

0.
0%

10
.0

%

20
.0

%

30
.0

%

40
.0

%

50
.0

%

60
.0

%

70
.0

%

学
部

修
士

博
士

学
部

修
士

博
士

学
部

修
士

博
士

学
部

修
士

博
士

学
部

修
士

博
士

理
・
工

・
農

・
保

理
学

工
学

農
学

保
健
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5．最先端大型研究施設の整備・共用の促進  
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５
．

最
先

端
大

型
研

究
施

設
の

整
備

・
共

用
の

促
進

目
的

に
応

じた
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

形
成

に
よ

り、
効

率
的

・効
果

的
に

研
究

開
発

基
盤

を
自

立
的

に
維

持
・発

展

NM
R

レ
ー

ザ
ー

ナ
ノテ

クP
F、

HP
CI

、光
ビー

ム
PF

、N
M

R共
用

PF

大
型

放
射

光
施

設
「S

Pr
in

g-
8」

Ｘ
線

自
由

電
子

レー
ザー

施
設

「S
AC

LA
」

共
用

プ
ラ

ット
フォ

ー
ム

※
3

ス
ー

パ
ー

コン
ピ

ュー
タ

「京
」

大
強

度
陽

子
加

速
器

施
設

「J
-P

AR
C」

ポ
ス

ト
「京

」の
開

発

人
材

育
成

共
通

基
盤

技
術

の
開

発

特
定

先
端

大
型

研
究

施
設

の
共

用
の

促
進

に
関

す
る

法
律

に
基

づ
き

指
定

放
射

光
施

設

生
命

科
学

や
地

球
・惑

星
科

学
等

の
基

礎
研

究
か

ら
新

規
材

料
開

発
や

創
薬

等
の

産
業

利
用

に
至

る
ま

で
幅

広
い

分
野

の
研

究
者

に
世

界
最

高
性

能
の

放
射

光
利

用
環

境
を

提
供

し、
学

術
的

に
も

社
会

的
に

も
イン

パ
クト

の
高

い
成

果
の

創
出

を
促

進
。

国
家

基
幹

技
術

と
し

て
整

備
さ

れ
て

き
た

Ｘ
線

自
由

電
子

レ
ー

ザ
ー

の
性

能
（

超
高

輝
度

、極
短

パ
ル

ス
幅

、高
コヒ

ー
レ

ン
ス

）
を

最
大

限
に

活
か

し
、

原
子

レ
ベ

ル
の

超
微

細
構

造
解

析
や

化
学

反
応

の
超

高
速

動
態

・変
化

の
瞬

時
計

測
・分

析
等

の
最

先
端

研
究

を
実

施
。

世
界

最
高

レ
ベ

ル
の

大
強

度
陽

子
ビー

ム
か

ら生
成

され
る

中
性

子
、ミ

ュオ
ン

等
の

多
彩

な
２

次
粒

子
ビー

ム
を

利
用

し、
素

粒
子

・原
子

核
物

理
、

物
質

・生
命

科
学

、産
業

利
用

な
ど広

範
な

分
野

に
お

い
て

先
導

的
な

研
究

成
果

を
創

出
。

10
2億

円
※

1 （
96

億
円

※
1 ）

72
億

円
※

2 （
67

億
円

※
2 ）

13
6億

円
（

12
5億

円
）

11
4億

円
（

10
4億

円
）

※
1 

SA
CL

A分
の

利
用

促
進

交
付

金
を

含
む

※
2 

 S
Pr

in
g-

8分
の

利
用

促
進

交
付

金
を

含
む

我
が

国
が

世
界

に
誇

る
最

先
端

の
大

型
研

究
施

設
の

整
備

・共
用

を
進

め
る

こと
に

よ
り、

産
学

官
の

研
究

開
発

ポ
テ

ンシ
ャル

を
最

大
限

に
発

揮
す

る
た

め
の

基
盤

を
強

化
し、

世
界

を
先

導
す

る
学

術
研

究
・産

業
利

用
成

果
の

創
出

等
を

通
じて

国
際

競
争

力
の

強
化

に
つ

な
げ

る
。

プ
ラ

ット
フォ

ー
ム

に
よ

る
共

用

ス
ー

パ
ー

コン
ピュ

ー
タ「

京
」を

中
核

とし
、多

様
な

利
用

者
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
革

新
的

な
計

算
環

境
（

Ｈ
Ｐ

Ｃ
Ｉ

：
革

新
的

ハ
イパ

フォ
ー

マ
ン

ス
・コ

ン
ピュ

ー
テ

ィン
グ

・イ
ン

フラ
）

を
構

築
し

、そ
の

利
用

を
推

進
す

る
こと

で
、我

が
国

の
科

学
技

術
の

発
展

、産
業

競
争

力
の

強
化

、安
全

・
安

心
な

社
会

の
構

築
に

貢
献

。

我
が

国
が

直
面

す
る

社
会

的
・科

学
的

課
題

の
解

決
に

貢
献

す
る

た
め

、2
02

0年
頃

をタ
ー

ゲ
ット

とし
、世

界
トッ

プ
レ

ベ
ル

の
ス

ー
パ

ー
コン

ピュ
ー

タと
、課

題
解

決
に

資
す

る
アプ

リ
ケ

ー
シ

ョン
を協

調
的

に
開

発
（

Co
-d

es
ig

n）
し、

世
界

を先
導

す
る

成
果

の
創

出
を

目
指

す
。

※
3 

「３
．

基
礎

研
究

力
強

化
と世

界
最

高
水

準
の

研
究

拠
点

の
形

成
」に

計
上

6,
70

0百
万

円
（
6,

70
0百

万
円

）

41
,0

43
百

万
円

（
37

,9
06

百
万

円
）

最
先

端
大

型
研

究
施

設

研
究

開
発

基
盤

を支
える

設
備

・機
器

共
用

及
び

維
持

・高
度

化
等

の
推

進
～

研
究

開
発

と共
用

の
好

循
環

の
実

現
～

最
先

端
大

型
研

究
施

設
の

整
備

・共
用

民
間

活
力

の
導

入
等

平
成
２
９
年
度
要
求
・
要
望
額

：
5
5
,
9
3
5
百
万
円

（
平
成
２
８
年
度
予
算
額

：
4
5
,
3
1
4
百
万
円
）
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ポ
ス

ト
｢
京

｣
の

開
発

エ ネ ル ギ ー 基 盤 技 術

シ
ス

テ
ム

と
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

協
調

的
に

開
発

す
る

こ
と

に
よ

り
、

世
界

最
高

水
準

の
汎

用
性

、
最

大
で

「
京

」
の

1
0
0
倍

の
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
実

効
性

能
を

目
指

す
。

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
対

象
と

し
て

、
健

康
長

寿
、

防
災

・
減

災
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
、

も
の

づ
く
り

分
野

等
の

社
会

的
・
科

学
的

課
題

を
選

定
。

消
費

電
力

：
3
0
～

4
0
M

W
（
「
京

」
は

1
2
.7

M
W

）

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

は
、

理
論

、
実

験
と

並
ぶ

科
学

技
術

の
第

3
の

手
法

。

ス
ー

パ
ー

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

は
、

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

の
強

力
な

ツ
ー

ル
で

あ
り

、
国

民
生

活
の

安
全

・
安

心
や

国
際

競
争

力
の

確
保

の
た

め
の

先
端

的
な

研
究

に
不

可
欠

な
研

究
開

発
基

盤
。

我
が
国
が
直
面
す
る
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
2
0
2
0
年
頃
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、

世
界
最
高
水
準
の
汎
用
性
の
あ
る
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
実
現
を
目
指

す
。

理
化

学
研

究
所

計
算

科
学

研
究

機
構

（
兵

庫
県

神
戸

市
）

ポ
ス
ト
「
京
」
の
概
要

背
景

地 震 ・ 防 災

期
待
さ
れ
る
成
果
例

高 性 能 材 料

電
気
自
動
車
の
モ
ー
タ
ー
や
発
電

機
の
た
め
の
永
久
磁
石
を
省
レ
ア

メ
タ
ル
化
で
実
現

気
象
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析
に
よ
り
、

局
地
的
豪
雨
を
的
確
に
予
測

気 象 ・ 気 候

燃 料 電 池

創 薬 基 盤

燃
料
電
池
の
電
流
・
電
圧
性
能
を

予
測
・
高
性
能
化

宇 宙も の づ く り

飛
行
機
の
実
機
試
験
を
一
部

代
替
し
、
開
発
期
間
・
コ
ス
ト
を

大
幅
に
削
減

個 別 化 医 療

医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析
に
よ
り
、

個
人
個
人
の
が
ん
予
防
と
治
療
支

援
を
実
現

地
震
の
揺
れ
・
津
波
の
進
入
・
市
民
の
避

難
経
路
を
メ
ー
ト
ル
単
位
で
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン

高
速
・
高
精
度
な
創
薬
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
実
現

宇
宙
で
い
つ
ど
の
よ
う
に
物
質

が
創
ら
れ
た
の
か
な
ど
、
科
学

の
根
源
的
な
問
い
へ
の
挑
戦

国
費

総
額

：
約

1
,1

0
0
億

円

＜
シ

ス
テ

ム
の

特
色

＞

世
界

最
高

水
準

の

消
費

電
力

性
能

計
算

能
力

ユ
ー

ザ
ー

の
利

便
・
使

い
勝

手
の

良
さ

画
期

的
な

成
果

の
創

出

全
電
池
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

(C
)N

AO
J

平
成
２
９
年
度
要
求
・
要
望
額
：
6
,
7
0
0
百
万
円

（
平
成
２
８
年
度
予
算
額

：
6
,
7
0
0
百
万
円
）
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大
型

放
射

光
施

設
（

S
P
ri
n
g
-
8
）

の
整

備
・

共
用

SP
rin

g-
8は

、微
細

な
物

質
構

造
や

状
態

解
析

が
可

能
な

世
界

最
高

性
能

の
放

射
光

施
設

。生
命

科
学

、環
境

・エ
ネ

ル
ギ

ー
か

ら新
材

料
開

発
ま

で
広

範
な

分
野

で
先

端
的

・革
新

的
な

研
究

開
発

に
貢

献
。

平
成

9年
運

用
開

始
か

ら1
8年

以
上

が
経

過
し、

利
用

者
は

着
実

に
増

加
。毎

年
約

16
,0

00
人

の
産

学
官

の
研

究
者

が
利

用
。

兵
庫

県
播

磨
科

学
公

園
都

市

50
0m

◆
放

射
光

の
発

生
原

理
光

速
近

くま
で

加
速

した
電

子
に

磁
場

をか
け

て
軌

道
を曲

げ
た

とき
に

接
線

方
向

に
発

生

SP
ri

ng
-8

電
子

放
射

光

Su
pe

r 
Ph

ot
on

 r
in

g-
8

Ge
V

•
SP

rin
g-

8の
高

輝
度

X線
を

利
用

す
る

こと
で

、自
動

車
排

ガ
ス

浄
化

用
触

媒
の

原
子

レ
ベ

ル
で

の
構

造
解

析
に

初
め

て
成

功
。こ

れ
に

よ
り、

触
媒

活
性

を
最

適
化

す
る

酸
素

貯
蔵

・放
出

機
構

を
解

明
。

•
開

発
され

た
高

性
能

三
元

触
媒

は
、白

金
（

貴
金

属
）

の
消

費
を

抑
え

つ
つ

高
い

浄
化

性
能

を
発

揮
。2

00
5年

８
月

以
降

に
製

造
され

た
トヨ

タ製
ガ

ソ
リン

車
の

ほ
とん

ど
に

搭
載

され
、環

境
浄

化
に

貢
献

。

【使
用

ビー
ム

ライ
ン】

BL
01

B1
、B

L1
4B

2、
BL

16
B2

 
【利

用
期

間
】1

99
9年

度
～

20
05

年
度

【中
心

研
究

機
関

】
トヨ

タ自
動

車
(株

)、
(株

)豊
田

中
央

研
究

所
【研

究
協

力
機

関
】

京
都

大
学

他

環
境

に
や

さ
しい

高
性

能
三

元
触

媒
※

の
実

現

従
来

の
タイ

ヤ

低
燃

費
タイ

ヤ

•
SP

rin
g-

8独
自

の
時

分
割

二
次

元
極

小
角

X線
散

乱
法

に
よ

り、
ゴ

ム
中

の
ナ

ノ粒
子

の
三

次
元

配
置

を
数

百
ナ

ノメ
ー

トル
オ

ー
ダー

で
精

密
に

計
測

す
る

こと
が

可
能

に
。

•
本

技
術

に
よ

り、
タイ

ヤ
の

摩
擦

抵
抗

を
39

％
低

減
し、

従
来

品
よ

り6
%

燃
費

を
向

上
させ

る
低

燃
費

タイ
ヤ

の
開

発
に

成
功

。現
在

は
他

の
主

要
タイ

ヤ
メー

カー
も

SP
rin

g-
8を

利
用

。

【使
用

ビー
ム

ライ
ン】

BL
03

XU
、B

L4
0B

2、
BL

20
XU

【利
用

期
間

】2
00

3年
度

～
【中

心
研

究
者

】
岸

本
浩

通
（

住
友

ゴ
ム

工
業

(株
)）

【研
究

協
力

者
】雨

宮
慶

幸
・篠

原
佑

也
（

東
京

大
学

）
他

摩
擦

抵
抗

を
改

善
した

高
性

能
・高

品
質

な
低

燃
費

タ
イ

ヤ
の

開
発

住
友

ゴ
ム

の
主

力
商

品
「エ

ナ
セ

ー
ブ

PR
EM

IU
M

」他
で

実
用

化

※
 排

ガ
ス

に
含

まれ
る

３
つ

の
有

害
成

分
（

一
酸

化
炭

素
、炭

化
水

素
、窒

素
酸

化
物

）
を同

時
に

浄
化

平
成
２
９
年
度
要
求
・
要
望
額

：
1
0
,
2
1
0
百
万
円

（
平
成
２
８
年
度
予
算
額

：
9
,
5
9
9
百
万
円
）

【論
文

発
表

】
ネ

イチ
ャー

・サ
イエ

ンス
誌

をは
じめ

、S
Pr

in
g-

8を
利

用
した

研
究

論
文

は
累

計
約

12
,0

00
報

。
（

例
え

ば
、サ

イエ
ンス

誌
の

20
11

年
の

世
界

の
10

大
成

果
の

うち
２

件
が

SP
rin

g-
8固

有
の

成
果

。※
は

や
ぶ

さ試
料

解
析

、光
化

学
系

Ⅱ
複

合
体

。）

【 産
業

利
用

】
稼

働
・整

備
中

の
57

本
の

ビー
ム

ライ
ンの

うち
４

本
は

産
業

界
が

自
ら設

置
（

専
用

ビー
ム

ライ
ン）

。
共

用
ビー

ム
ライ

ンに
お

け
る

全
実

施
課

題
に

占
め

る
産

業
利

用
の

割
合

は
約

２
割

。

【国
際

情
勢

】
同

等
性

能
の

大
型

放
射

光
施

設
を有

す
る

の
は

日
米

欧
の

み
で

あ
り（

他
に

米
国

AP
S、

欧
州

ES
RF

）
、

SP
rin

g-
8は

安
定

な
ビー

ム
性

能
を発

揮
中

。一
方

、各
国

で
も

導
入

が
進

み
、台

湾
等

は
最

先
端

施
設

を
導

入
。

◆
SP

ri
ng

-8
の

最
大

限
の

共
用

運
転

の
実

施
8,

83
1百

万
円

（
8,

21
9百

万
円

）
•

施
設

の
運

転
・維

持
管

理
等

◆
特

定
放

射
光

施
設

(S
Pr

in
g-

8・
SA

CL
A)

の
利

用
促

進
※

1,
37

9百
万

円
（

1,
37

9百
万

円
）

•
利

用
者

選
定

・利
用

支
援

業
務

の
着

実
な

実
施

※
 S

Pr
in

g-
8及

び
SA

LC
Aの

利
用

促
進

業
務

を
一

体
的

・効
率

的
に

実
施
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Ｘ
線

自
由

電
子

レ
ー

ザ
ー

施
設

（
S
A
C
L
A
）

の
整

備
・

共
用

SA
CL

Aは
、原

子
レ

ベ
ル

の
超

微
細

構
造

や
化

学
反

応
の

超
高

速
動

態
・変

化
の

瞬
時

計
測

・分
析

が
可

能
な

世
界

最
高

性
能

の
Ｘ

線
自

由
電

子
レ

ー
ザ

ー
施

設
。放

射
光

（
波

長
の

短
い

光
）

とレ
ー

ザ
ー

（
質

の
高

い
光

）
の

両
方

の
特

長
を

併
せ

持
つ

高
度

な
光

源
施

設
。

国
家

基
幹

技
術

とし
て

平
成

18
年

度
に

整
備

開
始

、平
成

24
年

3月
に

供
用

開
始

。

○
Ｘ

線
自

由
電

子
レ

ー
ザ

ー
（

XF
EL

）
は

人
類

が
初

め
て

手
に

した
革

新
的

光
源

。日
米

欧
が

先
行

し、
稼

働
は

世
界

に
２

つ
の

み
（

米
国

LC
LS

が
平

成
22

年
に

供
用

開
始

、欧
州

DE
SY

は
29

年
に

供
用

開
始

予
定

）
。

SA
CL

Aは
最

も
コン

パ
クト

な
施

設
で

最
も

短
い

波
長

が
得

られ
る

点
で

優
位

性
を

発
揮

。

○
供

用
開

始
以

来
、採

択
課

題
数

は
30

7課
題

。ネ
イチ

ャー
誌

を
は

じめ
とす

る
トッ

プ
論

文
誌

に
累

計
27

報
の

論
文

掲
載

。平
成

27
年

度
よ

り３
本

目
の

ビー
ム

ライ
ンが

供
用

を
開

始
して

お
り、

更
な

る
高

イン
パ

クト
成

果
の

創
出

に
期

待
。

•
電

子
線

や
X線

な
どを

用
い

た
従

来
の

顕
微

鏡
・放

射
光

で
は

、
観

察
に

必
要

な
一

定
の

ビー
ム

照
射

や
結

晶
化

に
よ

り細
胞

は
死

ん
で

しま
って

い
た

が
、S

AC
LA

の
フェ

ム
ト（

10
-1

5 ）
秒

オ
ー

ダー
の

発
光

時
間

を
使

うこ
とで

、自
然

な
状

態
の

生
き

て
い

る
細

胞
内

部
の

ナ
ノ構

造
を

捉
え

る
こと

に
成

功
。

•
生

き
た

細
胞

を
ナ

ノメ
ー

トル
の

分
解

能
で

定
量

的
に

観
察

で
き

る
手

法
を

世
界

で
初

め
て

確
立

。未
だ

解
明

され
て

い
な

い
原

核
微

生
物

の
ゲ

ノム
複

製
や

それ
に

続
く細

胞
分

裂
な

どの
重

要
な

細
胞

内
現

象
の

解
明

に
期

待
。

生
きた

細
胞

内
部

の
ナ

ノ構
造

を高
コン

トラ
ス

トで
可

視
化

[N
at

ur
e 

Co
m

m
un

ic
at

io
ns

（
20

14
.1

.7
）

掲
載

]
【使

用
ビー

ム
ライ

ン】
BL

3
【利

用
期

間
】2

01
1年

度
～

20
14

年
度

【中
心

研
究

者
】

西
野

吉
則

（
北

海
道

大
学

）

生
き

た
細

胞
を

ナ
ノレ

ベ
ル

で
観

察
す

る
こと

に
成

功
（

ナ
ノ：

10
-9

＝
10

億
分

の
1）

•
植

物
は

、光
化

学
系

Ⅱ
複

合
体

とい
うタ

ンパ
ク質

で
水

分
解

を
行

い
、生

命
が

必
要

とす
る

酸
素

を
作

り出
す

こと
は

長
く知

られ
て

い
た

が
、原

子
構

造
や

機
構

は
未

知
の

ま
ま

だ
った

。
20

年
来

の
研

究
とS

AC
LA

で
開

発
した

解
析

法
に

よ
り、

1.
95

Å分
解

能
で

全
構

造
（

分
子

量
70

万
）

とそ
の

触
媒

中
心

構
造

を
正

確
に

解
明

す
る

こと
に

世
界

で
初

め
て

成
功

。
•

自
然

界
の

光
合

成
が

原
子

レ
ベ

ル
で

い
か

に
行

わ
れ

て
い

る
か

の
解

明
に

つ
な

が
る

重
要

成
果

で
あ

り、
今

後
の

動
的

メカ
ニ

ズ
ム

の
解

明
や

人
工

光
合

成
開

発
へ

の
糸

口
と期

待
。

[N
at

ur
e

(2
01

5.
1.

1)
 掲

載
]

【使
用

ビー
ム

ライ
ン】

BL
3

【利
用

開
始

年
】2

01
1年

度
【中

心
研

究
者

】
沈

建
仁

（
岡

山
大

学
）

他

光
合

成
を

行
う正

確
な

３
次

元
原

子
構

造
を

解
明

～
人

工
光

合
成

開
発

へ
の

糸
口

～

◆
X線

自
由

電
子

レ
ー

ザ
ー

（
放

射
光

＋
レ

ー
ザ

ー
）

の
特

長

SP
rin

g-
8 

An
gs

tr
om

 C
om

pa
ct

 F
re

e 
El

ec
tr

on
 L

as
er

兵
庫

県
播

磨
科

学
公

園
都

市

70
0m

SA
CL

A

○
鋭

く、
明

る
い

→
試

料
を特

別
な

調
整

（
結

晶
化

な
ど）

せ
ず

とも
、分

子
・物

質
を

あ
りの

まま
解

析
可

能
（

また
、結

晶
化

に
は

数
ヶ月

か
ら数

年
を

要
す

る
難

しい
も

の
も

あ
る

）
○

短
パ

ル
ス

→
化

学
反

応
や

細
胞

内
反

応
等

の
極

め
て

速
い

動
きを

解
析

可
能

（
SP

rin
g-

8の
10

00
分

の
1の

フェ
ム

ト秒
パ

ル
ス

）

光
化

学
系

Ⅱ
複

合
体

の
触

媒
中

心
の

原
子

構
造

（
M

n 4
Ca

O
5ク

ラス
ター

; 
“歪

ん
だ

椅
子

”）

平
成
２
９
年
度
要
求
・
要
望
額

：
7
,
1
7
4
百
万
円

（
平
成
２
８
年
度
予
算
額

：
6
,
7
2
9
百
万
円
）

◆
SA

CL
Aの

最
大

限
の

共
用

運
転

の
実

施
5,

79
4百

万
円

（
5,

35
0百

万
円

）
•

施
設

の
運

転
・維

持
管

理
等

◆
特

定
放

射
光

施
設

(S
Pr

in
g-

8・
SA

CL
A)

の
利

用
促

進
※

【 再
掲

】
1,

37
9百

万
円

（
1,

37
9百

万
円

）
•

利
用

者
選

定
・利

用
支

援
業

務
の

着
実

な
実

施
※

 S
Pr

in
g-

8及
び

SA
CL

Aの
利

用
促

進
業

務
を

一
体

的
・効

率
的

に
実

施

-67-



大
強

度
陽

子
加

速
器

施
設

（
J-

P
A
R
C
）

の
整

備
・

共
用

J-
PA

RC
は

、日
本

原
子

力
研

究
開

発
機

構
(J

AE
A)

及
び

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

加
速

器
研

究
機

構
(K

EK
) 

が
共

同
運

営
し、

物
質

・生
命

科
学

実
験

施
設

（
M

LF
）

の
中

性
子

線
施

設
は

世
界

最
大

の
パ

ル
ス

中
性

子
線

強
度

を
誇

る
共

用
施

設
。

平
成

24
年

1月
に

共
用

開
始

。パ
ル

ス
ビー

ム
は

0.
1M

W
か

ら段
階

的
に

強
度

を
上

げ
、1

M
W

の
安

定
運

転
に

よ
る

最
大

限
の

共
用

を
目

指
す

。

【論
文

発
表

】
供

用
開

始
（

H2
4.

1）
以

来
の

研
究

論
文

数
は

累
計

約
45

0報

【産
業

利
用

】
中

性
子

線
施

設
の

利
用

件
数

の
2～

3割
は

民
間

企
業

ユ
ー

ザ
ー

Ja
pa

n 
Pr

ot
on

 A
cc

el
er

at
or

 R
es

ea
rc

h 
Co

m
pl

ex

•
20

08
年

に
鉄

とい
うあ

りふ
れ

た
元

素
で

高
温

超
伝

導
の

可
能

性
を

示
す

超
伝

導
物

質
が

報
告

され
て

以
降

、世
界

的
に

高
い

関
心

と集
中

的
な

研
究

が
進

め
られ

て
い

る
とこ

ろ
。

•
J-

PA
RC

に
お

け
る

中
性

子
線

実
験

に
よ

り、
鉄

系
超

伝
導

物
質

の
詳

細
な

磁
気

的
性

質
お

よ
び

構
造

を
調

べ
る

こと
で

、超
伝

導
転

移
温

度
が

よ
り高

い
ピー

クを
示

す
新

た
な

超
伝

導
状

態
（

第
二

の
超

伝
導

磁
気

秩
序

相
）

を
発

見
。

•
鉄

系
超

伝
導

の
本

質
に

迫
り、

将
来

的
な

高
温

（
室

温
）

超
伝

導
物

質
の

開
発

の
可

能
性

を
拓

くも
の

と期
待

。

[N
at

ur
e 

Ph
ys

ic
s 

(2
01

4.
3.

16
オ

ン
ライ

ン版
) 掲

載
]

【使
用

ビー
ム

ライ
ン】

BL
08

、B
L2

1
【利

用
期

間
】2

01
3年

度
【中

心
機

関
】

KE
K、

J-
PA

RC
セ

ン
ター

、東
京

工
業

大
学

世
界

的
に

注
目

さ
れ

る
鉄

系
超

伝
導

物
質

で
新

しい
タ

イ
プ

の
超

伝
導

状
態

を
発

見

鉄
系

超
伝

導
体

R E
Fe

As
(O

1-
xF

x)
の

構
造

O R
E

Fe A
s

◆
中

性
子

ビ
ー

ム
の

特
長

○
壊

さ
ず

透
過

す
る

（
電

子
殻

とほ
ぼ

相
互

作
用

しな
い

た
め

、物
質

を破
壊

せ
ず

内
部

構
造

が
観

察
可

能
）

○
原

子
核

の
動

き
や

軽
元

素
を

見
る

（
原

子
核

と相
互

作
用

し、
特

に
水

素
( 1

H)
や

リチ
ウム

( 3
Li

)な
どの

軽
元

素
の

観
察

に
強

み
）

○
磁

気
構

造
を

見
る

（
ス

ピン
を持

つ
た

め
、微

小
磁

石
とし

て
振

る
舞

い
、物

質
の

磁
気

構
造

が
観

察
可

能
）

光
化

学
系

Ⅱ
複

合
体

が
水

を
分

解
す

る
光

合
成

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

解
明

•
自

然
界

の
光

合
成

を
理

解
す

る
上

で
、光

化
学

系
Ⅱ

複
合

体
が

い
か

に
水

を
取

り込
み

分
解

す
る

か
は

当
面

最
大

の
鍵

。こ
れ

ま
で

岡
山

大
他

に
よ

り、
SP

rin
g-

8及
び

SA
CL

Aに
お

い
て

、そ
の

3次
元

原
子

構
造

の
解

明
が

進
め

られ
、国

際
競

争
を

リー
ド。

•
J-

PA
RC

の
大

強
度

中
性

子
線

に
よ

り、
今

後
、光

化
学

系
Ⅱ

複
合

体
に

お
い

て
水

素
原

子
の

位
置

や
動

き
の

解
明

を
狙

い
、光

合
成

メカ
ニズ

ム
の

解
明

が
期

待
。

光
化

学
系

Ⅱ
複

合
体

触
媒

中
心

の
マン

ガ
ン

クラ
ス

ター
は

、2
個

の
水

分
子

を分
解

、4
個

の
水

素
原

子
核

を放
出

す
る

。ク
ラス

ター
周

辺
の

水
素

原
子

の
位

置
を決

定
す

る
こと

で
、メ

カニ
ズ

ム
を詳

細
に

理
解

す
る

こと
が

で
き

る
。

《今
後

期
待

さ
れ

る
顕

著
な

成
果

》

○
我

が
国

の
中

性
子

利
用

研
究

体
制

を支
え

る
大

型
中

性
子

線
施

設
（

パ
ル

ス
中

性
子

源
：

J-
PA

RC
、定

常
中

性
子

源
：

原
子

炉
JR

R-
3）

の
両

翼
の

一
つ

。

ハ
ド

ロ
ン

実
験

施
設

リニ
ア

ック
3G

eV
シ

ン
ク

ロ
ト

ロ
ン

50
 G

eV
シ

ン
ク

ロ
ト

ロ
ン 茨

城
県

東
海

村

ニ
ュー

ト
リノ

実
験

施
設

物
質

・生
命

科
学

実
験

施
設

（
M

LF
）

[K
EK

]

[K
EK

]
[K

EK
]

[J
AE

A]
[J

AE
A]

[J
AE

A]

標
的

原
子

核

中
性

子
陽

子

陽
子

ビー
ム

中
性

子

K中
間

子

パ
イ中

間
子

ミュ
オ

ン

ニュ
ー

トリ
ノ

陽
子

を光
速

近
くま

で
加

速
し、

原
子

核
と衝

突
させ

る
こと

で
、二

次
粒

子
ビー

ム
を生

成 触
媒

中
心

平
成
２
９
年
度
要
求
・
要
望
額

：
1
1
,
4
0
8
百
万
円

（
平
成
２
８
年
度
予
算
額

：
1
0
,
4
4
1
百
万
円
）

◆
J-

PA
RC

の
最

大
限

の
共

用
運

転
の

実
施

10
,6

69
百

万
円

（
9,

70
2百

万
円

）
•施

設
の

運
転

・維
持

管
理

等
◆

J-
PA

RC
の

利
用

促
進

73
9百

万
円

（
73

9百
万

円
）

•
利

用
者

選
定

・利
用

支
援

業
務

の
着

実
な

実
施

-68-



ｽ
ｰ
ﾊ

ﾟｰ
ｺ
ﾝ

ﾋ
ﾟｭ

ｰ
ﾀ
｢
京

｣
及

び
革

新
的

ﾊ
ｲ
ﾊ

ﾟﾌ
ｫ
ｰ
ﾏ

ﾝ
ｽ

･
ｺ
ﾝ

ﾋ
ﾟｭ

ｰ
ﾃ

ｨﾝ
ｸ
ﾞ･

ｲ
ﾝ

ﾌ
ﾗ
(
H
P
C
I)

の
運

営

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「
京
」
を
中
核
と
し
、
多
様
な
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
革
新
的
な
計
算
環
境
（
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｉ：
革
新
的
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
コ
ン

ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
イ
ン
フ
ラ
）
を
構
築
し
、
そ
の
利
用
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
我
が
国
の
科
学
技
術
の
発
展
、
産
業
競
争
力
の
強
化
、
安
全
・
安
心
な
社

会
の
構
築
に
貢
献
す
る
。

①
「
京
」
の
運
営
1
1
,1
8
2
百
万
円
（
1
1
,0
9
8
百
万
円
）

②
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｉの
運
営
2
,4
4
8
百
万
円
（
1
,4
1
8
百
万
円
）

「
京

」
を

中
核

と
し

て
国

内
の

大
学

等
の

ス
パ

コ
ン

を
高

速
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

で
つ

な
ぎ

、
利

用
者

が
一

つ
の

ア
カ

ウ
ン

ト
に

よ
り

様
々

な
ス

パ
コ

ン
や

ス
ト

レ
ー

ジ
を

利
用

で
き

る
よ

う
に

す
る

な
ど

、
多

様
な

ユ
ー

ザ
ー

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
環

境
を

構
築

し
、

全
国

の
ユ

ー
ザ

ー
の

利
用

に
供

す
る

。

平
成

2
4
年

9
月

末
に

共
用

開
始

し
た

「
京

」
の

運
用

を
着

実
に

進
め

る
と

と
も

に
、

そ
の

利
用

を
推

進
。

H
P

C
I 
（
革

新
的

ハ
イ

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
・

コ
ン

ピ
ュ

ー
テ

ィ
ン

グ
・
イ

ン
フ

ラ
）

こ
れ
ま
で
の
成
果
例

（
兵

庫
県

神
戸

市
）

心
臓

の
動

き
を

精
密

に
再

現
。

肥
大

型
心

筋
症

の
解

明
に

貢
献

。

心
臓

全
体

タ
ン

パ
ク

質

自
動

車
の

風
洞

実
験

を
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
が

代
替

可
能

で
あ

る
こ

と
を

実
証

。
自

動
車

メ
ー

カ
ー

が
有

効
性

を
実

証
。

地
震

発
生

、
津

波
そ

し
て

建
物

被
害

ま
で

の
一

連
の

プ
ロ

セ
ス

が
評

価
可

能
に

。

医
療

・創
薬

も
の

づ
くり

地
震

・防
災

標
的

タ
ン

パ
ク

質
（
緑

）
と

薬
候

補
化

合
物

（
赤

）

が
ん

治
療

の
新

薬
候

補
化

合
物

を
選

定
し

、
前

臨
床

試
験

を
実

施
中

。

２
週

間
以

上
前

か
ら

熱
帯

の
天

候
や

台
風

発
生

を
予

測
で

き
る

可
能

性
を

実
証

。気
象

・気
候

宇
宙

宇
宙

誕
生

か
ら

１
億

年
後

の
ダ

ー
ク

マ
タ

ー
空

間
分

布

世
界

最
大

の
ダ

ー
ク

マ
タ

ー
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
り

高
性

能
計

算
分

野
で

世
界

最
高

の
賞

を
受

賞
。

平
成
２
９
年
度
要
求
・
要
望
額

：
1
3
,
6
3
0
百
万
円

（
平
成
２
８
年
度
予
算
額

：
1
2
,
5
1
6
百
万
円
）

・
「
京

」
の

運
用

等
経

費
1
0
,3

4
2
百

万
円

（
1
0
,2

5
8
百

万
円

）

・
特

定
高

速
電

子
計

算
機

施
設

利
用

促
進

8
4
0
百

万
円

（
8
4
0
百

万
円

）

｢京
｣の
利
用
実
績

≪
平
成
2
8
年
7
月
末
時
点
≫

・
利
用
者
1
,8
0
0
人
以
上

・
全
体
の
3
割
が
産
業
界
（
1
5
0
社
以
上
）

-69-


	4．科学技術イノベーション人材の育成・確保
	5．最先端大型研究施設の整備・共用の促進

